
Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Soolety 　of 　Obstetrlos 　and 　 Gyneoology

工“94年 §月

r　鏨

−ll41／

　産婦入科の臨床で は ， 日頃，小児 ・思春期の患者に遭遇する機会 は多く はない　しか し，

小児　思春期の婦入科疾患は1生成熟婦人のそれを その まま小さくしたも の で はなく，この

年代に特異な面か多く その取扱いには注意を要する　そこで以下 ， 小児　思春期に賂発弓

る疾患 〔こしほ りそ の取扱 いの要点を述べる
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　乳児 ・幼児も含 めた 8歳までの 小児期の婦人科疾患の分布を PPilこ示 した．全体管9例

の うち最も頻塵が高いの は非特異性腟炎の47．3％で あり，以下 ， 小陰唇癒合症り3，2％ ， 外

陰炎93％，思春期早発症93％な どである

　この こと から小児期婦人科で は非特異性 の腟　外陰炎がその頻度か ら重要なもので ある

ことか わ かる　こ れをさらに 2歳ごと 1こ区切 っ てみる と，0〜 2歳で は小 陰唇癒合症が292

％で，非特異牲腟炎も同率で あ っ た 3〜 5歳で は非特異1生の腟　外陰炎が合計ア1．2％ と多

い　つ いで 6 〜 8歳で はこの傾向に加え ， 思春期早発症が増加する傾向で あっ た　以上の

結果より，小児期で は非特異性腟 ・外陰炎， 小 陰麕癒合症かその頻度よ り重要な疾患と考

えられる

外陰 杢

63 ％

思 春期

　 83 ％ 0〜2ty
’
「
− A8 〕

小陰醤

掵合症

58 ％

畿

繼

　　　
　　　

　 　 　 　 　　 3〜5戴　　　　　　　　　　　　　　巳〜3 「孟

　 　 　 　 　　 〔n　52）　　　　　　　　　　　　　　 tn
＝？9、

（図 1 ）小児期 の 婦人科疾態分布 （12gen）
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〔1。雛特興隱腟 ・外陰炎の治療〕

　本症の起炎菌は表皮 ブドウ球菌な どの 常在菌が主なも ので ある．

　卵巣機能発現前の小児の 縷粘膜は菲薄で ，非常に傷つ きやすい状態 1こあり ， か つ ， 膣内

のテ ー一デル ラ イン桿菌も少ないため ， 腟の 自浄作用 も不十分である，さらに小児の外陰の

皮膚は成入に比べ未発達のた め，外部か らの便 ・尿などの汚染が腟内に波及 しやすい。

　したが っ て ， 小児は生理的にも解剖学的にも元来，腟炎をおこ しやすい環境にあると考

えて よい ．そこに一墨菌の侵入がおこる と， 腟粘獏 の抵抗性の低い ことに加 え，自浄作用

の弱 いこ となどが重な り ， 膣 ・外陰炎が容易 に弓1きおこ され る．

　治療には全身的な抗生物質 の投罫よりは ， 局所的な抗生物質投与がよ り膏効で ある 。す

なわ ち ， 非特異性腟炎の起炎菌に感受性が高 く ， かつ腟粘膜から の 吸収に優れるゲ レタマ
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▲ を使用す る 。本剤をディ スボーザ ブルの 1ml注射器 （針な し）に 1
回O．5ml程度 とり，抑臥位 にした児の外陰を展開し ， 腟内に注射器 の先端 を挿入 し ， ク リ

ー
ム を

一
気に腟内に注入 す る。あるいは注射器 の先 にネラ トン等のカ テ

ー
テルを接続 し腟

内に少 し挿入 し注入 してもよい．

〔翼。小陰懸 癒舎蕪の澹療〕

　本症の多 くは小児科医 ， ある い は田親が外陰奇型を疑い来院することが多い．既に述べ

たように小児期 の外陰 は炎症 をおこ しや すい環境にある．外陰に強度の炎症がおこる と ，

外陰粘膜のびらん ，灣瘍が生じ，やがて相対する小陰唇内惻粘膜が癒着 ， 癒合する ，

一種

の炎症の避 残状態で ある ．

　治療は剥離法が酋便で萄効であ る。すなわち癒合部の う6 一
部開［コした部位に外科ゾン

デを 挿入 し ， 癒合線に沿っ て一気 にはね るようにして癒合 した陰靨を剥離する．剥離後 ，

再癒禽を防止する ため 1こ軟灣を貼布する、
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　当教蹇で 取扱 っ た 9歳か ら
’18歳まで の 思春期婦人科患者558例 の疾患分布を図 2に示す．

この年代で はいわ ゆる 卵巣機能不全 が40．G％ と田 i酷勺に多 1，、こ とがわ かる 。これに機能性

出血 6。6％ を加えると ， この年代で は約半数が卵巣機能異常， 特に排卵障害で ある と い え
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（図 2 ）思春期患者 の 疾患分布
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る。さ ら に卵巣機能不全の224｛列の内訳 をみる と ， 続発性無月経 が150例，6ア．O％と多く を

占めた．

〔1。悪春期の続発性無月経の病態〕

　  無月経期間と無月経の程塵

　型の 如く　gestagen 　test，　 e＄trogen十 DrOgesterOne 　test 【こて無月経の程度を劉

定 し，無月経期間との 関係をみる と ， 第 1度無月経 の無月経期闘は平均5．3ヵ 月，第 2度

は12。3n月であ っ た．さ ら ［こ，各無月経期間に占める 第 1度 と第 2度無月経の 割含 を図 3

に承 した．無月経期間 7 ヵ 月以内で は第 尋度が多 く，8ヵ月をすぎると逆に第 2度無月経

が多く なり ， a2ヵ 周以上で ほ とん どが第 2蔓無 月経で ある。こ の こ とより無月経期間 が 8
刀 月 以上で は無月経の程度が重症化すると考え られ た．

　 　 　 　　 　 　（％）

　 　 　 　 　 　 　 100

　 　 　 　 　 　 　 gc

　 　 　 　 　 　 　 80

　 　 　 　 　 　 　 ワ0

　 　 　 　 　 　 　 60

　 　 　 　 　 　 　 5D

　 　 　 　　 　 　 40

　　　　　　　 3c　

篠
　 　 　 　a　　b　　6　　7　　8　　9　　10　 料　　12　　1　　2　　3　 　 3
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1　 年　 　 カ カ カ 力 刀 勹 力 力 h 刀 1
　　月 月 月 月 月 月 月 月 膚 月 23 〜
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 年　 年

　　 （図 3 ）無月経期間と無月経の程度との 関係
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　　　　　　　　 （図 4 ＞続発性無月経の 誘因 の苒無 と無月経 の 程度

　  無月経の誘因の有無と無月経の 程度

　続発性無月経を引きお こ したと思われる 誘因 の有無 と無月経の程度 との関係を検討した

ものが図 4で ある ，明らかな誘因のない群67例で は46例 ・68．ア％が第 1度無月経で ある．

一方 ， 明ら かな誘因 が存在する83例 のうち48例 ・5アe8 ％が第 2度無月経であり， とく に誘

因と して大 きな比靈を占める体重減少性無月経4歪例で は31例 ・ア5。6％が第 2度無 月経であ

っ た．このことより明 らかな誘因の ある続発性無月経 は重症化 しやすい．
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（亘、思春期の 続溌性無蠶経の潜療選訳〕

　思春期の続発性無月経には性機營旨発達毀階の
一

時的遅滞 によ る ， い わば生理的無膚経 と
も 考えられる例がかな り混在 して いる．このことからこ の年代の無月経 のすべて を治療対

象にすζ）必要 はない．

　本症の病態から図 引こ派すよ うに ，   無月経期闘が 7カ月未溝で ， か つ   明らかな無月
経 の誘因がなく ， しか も  f ！度無月経の症例は，自力で の性成熟の発達が期待 し得るこ

とから経過観察で 十分なも の と考 えられる．

　逆に無月経期闘が 8カ月以上 で 、 明ら かな誘因が存在 し．また第 2度無月経の 例は積極
的治療が必要で ある。

（醺　 溝攬〕

　この E−ivの紅発ll生照 周経の 治療は腱成熟期婦人の それと異な り ， 治療する必要がな い と
いう意晃 と ， 積極的に治療 すべき で ある という憙冕 に分かれる．筆耆は 図 5の基準により

治寮適応猜例 を遠 与Rし，墓本的に は排卵周

期を再度獲槫 すべく11
ゴ；1

〕蠶的に治療 した乃が

よい と考え てい る．’
、．．の瑾由として ，一 ：）

は誘因の朋 らかな 第 2度無周経などで は楼

成婦絹にな っ てもそ の 諌ま病状が 固定 し，

妊孕 ＿を障害す るこ （ ，さら には最近で は

思春期 の長期的無 1弓経 1こより霄塩基鬘…減少

なども指捕され，単に生死機能の問題に く

1’

どまらないこ となどか ら であ る、奠体的治

獲法を 図 6に示 した．
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